
香川生物（KagawaSeibutsu）（24）：23－30，1997ル   

香川県産アブラコウモ岬わね如肋ぶαわrαm弘ざの死亡個体の採捕  

森 井 隆 三  

〒765 香川県善通寺市文京町4－1－2 香川県立善通寺西高等学校  

ThenumberofdeadspecimenscollectedinfieldsinPわistT・ellusabramus  

for20yearsinKagaWa，Japan  

Ry品名6Morii，励血筋1穐ぶ£励花£orf茄gゐSc力00g，  

励几とむ孟7紙ノ如α花  

Abstract‥Atotalofl17specimensofdeadspecimenscollectedinfields wasstudied  

intheJapanesehousebat，Pわistrellusabramus，from1976to1996inKag■aWaPrefec－  

ture．pre・－WeanlngOfthedeadspecimenswas most pronouncedinJune andJuly  

shortlyafterbirth．Thesignificantpre－Weaningspecimenscollectedwould becaused  

bytheshorterhindfootlengthofyoungdeadspecimens，Whichisimpossibletocling  
totheir mothersandtowal1s．Thenumberofmalespecimenswasgreaterthanthose  

offemale．ThespecimenscollectedinJulyandAuguSt WaS greaterin number than  
thatinothermonths．Theheadandbodylength（HBL），forearmlength（FAL）and  

hindfoot（HFL）ofdeadspecimenstendedtosmallerthanthatofindividualsinalive  

inthesameagegrOuPS．  

は じ め に  

アブラコウモリ円錐如e〃弘5αあ和m弘Sは，日  

本でほ唯一・家屋に生息するコウモリである。死  

亡個体ほ家屋の軒下等に落下しているのが多い  

ので目につきやすい。しかし，今までにアブラ  

コウモリの死亡個体についての報告はない。今  

回，アブラコウモリの死亡個体の拾得状況，拾  

得月別，雌雄別および齢段階別等について整理  

したので報告する。  

材料および方法  

1976～1996年にかけて香川県内の三豊郡（1．  

大野原町，2．山本町，3．豊中町，4．高瀬町），  

観音寺市（5．観音寺町），仲多度郡（6．多度津  

町），善通寺市（7．生野町），丸亀市（8．津森  

町，9．福島町，10．土器町），坂出市（11．川崎  

町，12．御供所，13．文京町，14い福江町，15．横  

津町），綾歌郡（16．飯山町，17．綾南町）およ  

び高松市■（18．生島町，19．香西南町，20．西宝  

町，21．紫雲町，22．幸町，23．番町，24．玉藻町，  

25．藤塚町，26．福岡町，27．松島町，28．上福岡  

町，29．木太町，30．前田東町）の30カ所（Fig・．  

1）で117個体のアブラコウモリの死亡個体を拾  

得し，これを材料とした。性の区別ほ外部形態  

で行った。当年生まれの幼獣は，9月上旬まで  

は獣毛の色合いおよび質で判定し，それ以降の  

齢段階分けは森井（1996）の歯の唆耗の程度に  

従った。外部形態は物さしで0．hmまで計測し  

た。場所によって死亡個体の発見率が異なるか  

もしれないが今回は拾得できた死亡個体につい  

てのみ．検討した。  
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b  

Fig．1Sketchmapshowingthecollectinglocalitiesofthebat・  
1：00nOhara，2：Yamamoto，3：Toyonaka，4：Takase，5：Kanonji，6：Tadotu，  
7：Ikano，8：Tumori，9：Fukusima，10‥Doki，11‥Kawasaki，12‥Gobusho，13‥  
Bunkyou，14：Fukue，15‥Yokozu，16：Hanzan，17‥Ryounan，19：Kouzaiminaml，  
20：Saihou，21：Siun，22：Saiwai，23：Ban，24：Tamamo，25：Fujituka，26：Fuku－  
oka，27：Matusima，28：Kamifukuoka，29：Kita，30：Maedahigasi・  

月，9月および6月が大きな値（24一〉26頭）を  

示していた（Tablel）。   

雌雄別にみると（Tablel），死亡個体全体  

では雄65頭（55．6％）が雌52頚（44．4％）より  

有意に多かった（2項検定 p＜0．05；Tablel）。   

香川県内における，死亡個体の採描地点を，  

Fig．1に示している。死亡個体が採揺されたの  

は平野部が多か・つた。   

齢段階別でみると，齢段階Ⅰ（ほぼ1歳齢ま  

で）個体が51．3％と－・番多く，ついで，当年生  

まれの幼獣（Y）個体が34．1％と大きな割合を占  

めていた。幼獣と齢段階Ⅰを合わせると死亡個  

体の85．4％となり，他の齢段階合わせて14．6％  

に比べて紛6倍と大きな値であった（Tablel）。  

Ⅰ～Ⅳ齢段階の死亡について月別・雌雄別に  

みると，雌では8月および9月には齢段階Ⅰ以  

結  果   

拾得した死亡個体の雌雄別，齢段階別および  

月別の個体数とその割合をTablellに．示した。   

幼獣個体の約67．4％ほ6月と7月に拾得され，  

まだ独力で飛翔できない個体であった。拾得状  

況からみると，巣の下の床に落ちていた個体  

（Fig．2－A），巣の下のクモの巣にひっかかった  

個体および家の壁に取り残された個体（Fig．2－  

B）等がみられた。   

月別に．拾得場所数の割合をみると，7月と8  

月にほ30カ所のうち12カ所（40．0％）と多く，  

ついで6月の8カ所（26．7％）であった（Table  

l）。また，場所あたりの死亡個体数ほ9月（5  

カ所）が－・番多く，3．4頭であった。   

月別に死亡個体数の割合をみると，7月，8  
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Tablel Number ofdeadspecimensandpercentageofmale（M）andfemale（F）  
PipistrellusabraTnuSOffiveagegrOupSintwelve months，Capturedin  
Kag・aWaPr・efecturefrom1976to1996．  

Age grOuPS  Y I Ⅱ  Ⅲ Ⅳ TotalPercent Localities  
MonthsandSexes  掬） （No．onmapinFig．1）  

M  3  3  

Feb．  5  4．3  8，9，11，13，21  

F  l 1  2  

M  3  3   

F  2  2  

5  4．3  3，8，13  Mar．  

M  3   2  5  

Apr．  10  8・5 1，2，4，8，13，22，23  

F  4  1  5  

M  5  5  

May  9  77 7，8，18，22  

F  2  2  4  

M  2   8   2  12   

F  1  3  4  

16 13．7  4，8，13，16，17，19，22，30  June  

M  ll l l  13  

July  26 22日2 1，3，4，6，10，12，13，15，17，23，25，29  

F  12  1  13  

M  5   5  1  11  

Aug．  24 205  3，4，5，8，13，17，20，22，23，24，26，27  
F  7   4  1  113  

M  1  7  1  9  

Sept．  17 145  3，7，8，13，28  
F  1  5  2  8  

2  1  

3  2，6  8，14  

1  1  

0  

M  
1  0．9  22  Nov．  
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Fig．2 A；Ayoungbatfelltoafloor・  
B；Ayoungbatleftalonetoawall・  
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Table2Headandbodylength（HBL），forearmlength（FAL）andhindfootlength（HFL）  
ofdeadspecimens（D）andindividualsahveinfields（F）examinedinthreeages，  
days，mOnthsandsexs（M±SD）．Numbersofindividualsindicateinparenthesis・  

Ane Sex Days 16  34  43  

HBL D 346±5小8（川 413士3り8（2）475（1）  
F 35小0士35（2）414±2小3㈹ 456±2日2は亜  
×t＝0．1616 ×t＝0．1506 ☆  

FAL D 196士67（川 291±29（2）321（1）  
M  F 247±14（2）299±14（Ⅶ 32ト1±09㈹  

×t＝3．0052 0t＝19794 ☆  
HFL D 71±0亘9（川 70±10（2）73（1）  
F 6け6±06（2）75±04㈹ 7小7±04㈹  
O t＝18425 0t＝4〃3301☆  

Days  16  34  

HBL D 377±28（6）360±28（4）455±07（3）409（1）  
F 408士11（3）424±1．4（9）440±14はα 454±15（4）  
Ot＝4．8812 0t＝137142 ＊t＝3．7115 ☆  

FAL D 237±49（6）241±49（4）313±04（3）309（1）  
F 269±13（3）30り5±1．5（9）320±110α 31ハ9±1小5（4）  
〇t＝4．2635 0t＝128  0t＝2．0123 ☆  

HFL D 74±07（6）71±03（4）76±0汗4（3）80（1）  
F 81±03（3）77±03（9）77±02はα 81±04（4）  
Ot＝4掴15 0t＝6．0  ×t＝0．7905 ☆  

Month  May  June  July  Aug   Sept Oct 

HBL D 460±36（5）448士18（6）  309（1）   43ト3±20（4）424±02（2）  
F 469±13（3）45小4±17個  454±19醐 474±11（紬 466±1．0㈹  
×t＝1．1991×t＝13669  ☆  O t＝170805 0t＝168  

FAL D 319±06（5）317±10（6）319（1）   305±08（5）317±04（7）315±25（2）  
M  F 319±06（3）319±11舶）326±04（2）321±09個 322±11飢 324±08㈹  

×t＝0  ×t＝0．7041☆  Ot＝13日53910t＝2．0829 0t＝4．5  
HFL D 77±03（5）7小5±05（6）  69±0汗8（4）7小4±03（5）76±03（2）  
F 77±0“4（3）80±02㈹  78±0日4甜 79±04飢 ＆0±02㈹  
×t＝0  0t＝96824  0t＝171354 0t＝5”7282 0t＝80  

HBL D 478士22（2）455±1亘5（2）430（1）   剋1（1）   438±19（5）  
F 46小7±18㈲ 476±16掛 477±23（5）472±24伽）475士22舶）  
×t＝0．0642 0t＝6．2945 ☆  ☆  O t＝112819  

FAL D 314±05（2）326士04（3）320（1）   317±1小3（4）325士08（5）  
F  F 324±09（8）327±09倒 33小3±11（5）32ト6±1“2即）328±09脚   －  

Ot＝3．1426 ×t＝0亘5328 ☆  Ot＝57118 0t＝2．2360  
HFL D 74±05（2）7日5±0亘3（2）78（1）  71（1）  77±03（5）  
F 78±03（8）81±06脚 77±07（5）81±05髄）81±05鮎）  －  
Ot＝37712 0t＝47958 ☆  ☆  Ot＝5．3665  

HBL D  455±05（2）476（1）  
F  461±13（3）450（1）  

×t＝0．7994 ☆  
FAL D  330±09（2）320（1）   322（1）  339（1）  

M  F  317士09（3）30小2（1）   315±05（5）  329±09（2）  
×t＝2．0427 ☆  ☆  ☆  

HFL D  82±07（2）71（1）  
F  77±02（3）70（1）  

1I  
×t＝1小0101☆  

tJl⊃T n」亡0⊥＝刑＼  ＿  ＿   」つっ＋∩引ウ1 ＿  

F 480±1石2（6）  484±1巾1（5）  
Ot＝2．4494  0t＝105705  

FAL D 333±03（2）  312（1）   317±01（2）  
F  F 325±08（6）  328±06はα 331±06（5）  

×t＝3．7712  ☆  O t＝5．2174  
HFL D 79±00（2）  78±03（2）  

F 81±03（6）  8小3±02（5）  
×t＝1．6329  0t＝5．5901  

O Deadspecimensweresmallelinsizesthanindividualsaliveinfields・（t－teStP＜005）  
× NoslgnificantdifferenceinsIZeSWaSfoundbetweendeadspecimensandindividualsalive  
infields．（t－teSt p＞0”05）  

Ⅷ Nospecimens．  
＊IndividualsahveinfieldsweresmauerinsieSthandeadspecimens・（t－teSt p＜0・05）  
☆ T－teStisnotcarriedoutbecouseoffewspeclmenS．  
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に多くの場所で死亡個体が拾得されたり，また，  

6～9月にほ，拾得個体数も多いことから広い  

地域で死亡個体が多く存在することを示してい  

る。アブラコウモリの出産時期は香川県では7  

月上旬であり（MoIii，1980），飛翔を開始する  

のは7月下旬から8月上旬である（Morii，1980）。  

8月は幼獣が飛翔を開始した時期か，飛翔開始  

後間もない時期にあたり，この時期に多くの個  

体が死んでいることになる。また，9月ほ雌雄  

ともに冬眠に備えて皮下脂肪を蓄える時期に相  

当する（Funakoshi＆Uchida，1978）。そのた  

めには，餌となる多くの昆虫を捕食するために  

活動量が増加するものと考えられる。このこと  

が死亡の要因の一つになっているのではないだ  

ろうか。   

アブラコウモリの産児数は香川でほ3．0（森  

井，1976）であるが，出産後約2カ月後の8月  

末には，母獣と幼獣の割合は岡山では1：1．09  

（森井，1981）とほぼ1：1（2項検定 p＞  

0．05），すなわち1一層一子と同じ状態になって  

いる。 このことは，アブラコウモリが巣立つま  

でに約3分の2の個体が死んでいくことを示唆  

上の死亡個体数が他の月に比べて多かった汀a・・  

blel）。雄では6月および9月には齢段階Ⅰ以  

上の死亡個体数（8～10頭）が他の月に比べて  

多かった（Tablel）。また，雄の死亡個体数  

ほ6月，7月および10月に．ほ雌の死亡個体数よ  

り多く，特に，6月にほ雌の死亡個体数の3倍  

以上であった（Tablel）。   

比較的死亡個体数の多い時期の死亡個体の頭  

胴長（HBL），前腕長（FAL）および後足長（H  

FL）の大きさを同年齢，同性および同日の野外  

で採描した採集結果（森井，1996）とt検定を  

して比べた結果をTable2に示している。全体  

的にほ，死亡個体と野外で採輸した個体との問  

には差があった。各部位とも死亡個体の方が小  

さかったのほ，幼獣では15時期のうち10時期  

（66．6％）で，成獣では33時期のうち21時期  

（63．6％）であった。死亡個体のほうが野外で  

の採措個体より小さい時期の割合・は，雄でほ幼  

獣（33．3％）よりも齢段階Ⅰ（60．0％）で有意  

に多く（2項検定 p＜0．05：Table2），雌で  

ほ幼獣（58．3％），齢段階Ⅰ（53．3％）よりも  

齢段 Ⅱ（66．7％）が多かった。部位でみると，  

雌雄の合計では前腕良（FAL）が11時期（35．5  

％），後足長（HFL）が12時期（3臥7％），頭  

胴長（HBL）が8時期（25．8％）の順に時期数  

が減少した。このうち，後足長（HFL）と頭胴  

長（HBL）の間には有意な差がみられた（2項  

検定 p＜0．05：Table2）が，前腕長（FAL）  

と頭胴長（HBL）の間には有意な差ほみられな  

かった（2項検定 p＞0．05：Table2）。齢段  

階Ⅰでの9月期にほ雌雄ともすべての部位で差  

がみられた。  

考  察   

採挿された地点が平野部で多か・つた（Fig．1）  

のは，香川県内でほ100m以上の山地ではtアブ  

ラコウモリの生息が見られない（森井，1993）  

ためであろう。採描死亡個体数と採集地の数と  

の関係（Fig．3）から，採集地が拡大すれば採  

描数が直線的に．増加するので，捕獲数の全体的  

な変化は発見率が－・定の状況でみられた現象で  

あるといえる。しかし，6月，7月および8月  

∽
U
呂
芯
監
の
p
召
p
等
し
苫
臼
n
ヒ
 
 

▲
て
 
 
n
U
 
 

2
 
 
2
 
 

6
 
 
 
2
 
 

1
 
 
 
 
1
 
 

2 ヰ  6 8 川 12  

仙mber or collectinglocalitie5   

Fig．3Relationship between the number of  
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他の種に比べて大きい。その理由としでアブラ  

コウモリが多産であることと関連しているので  

はないかと思われき。   

今回の調査でほアブラコウモリの幼獣個体の  

約67．4％が6月と7月のまだ飛翔できない個体  

であった。このような幼獣期の死亡率を調べた  

Fosteretal．，（1978）に．よると，死亡個体の75  

％は，生後1週間のうちで，巣から床へ・の落下  

が原因の一つであるという。アブラコウ、モリの  

幼獣の死の原因の一つも同様に巣から床への落  

下と考えられる。その－一・困として，幼獣の後足  

良（HFL）が野外の採措個体の同部位より小さ  

いこと（Table 2）が母獣や壁への¶しがみつ  

き”に影響を与えているためかも知れない。ア  

ブラコウモリの幼獣は，生まれるとすくヾに後足  

で母獣や壁に“しがみつき”をする重要な器管  

である（内田，1966；森井，1976）。そのため，  

後足は他の器管よりも成長が早く，生まれたと  

きには成獣の大きさに近い（内田，1966；森井，  

1976）。また，幼獣が飛翔を開始した（M〇rii，  

1980）34日齢以降でほ，死亡個体の前腕長（F  

AL）も野外の採捕イ国体の同部位より小さいこ  

とから（Table 2），飛翔が十分にできないこ  

とも死亡の要因の－・つになっているものと思わ  

れる。   

成獣の雌において，8月および9月に齢段階  

Ⅰ以上の死亡個体が他の月に比べて多いのは，  

8月に乳房の大きな授乳中と思われる雌の個体  

が拾得されたり，5月には子が出かかった状態  

で死んでいる雌が拾得されたことから，出産，  

授乳および育児が母獣にとっては大きな負担と  

なり，死亡の要因にもつながるのではないかと  

考えられる。雄において，6月，7月および10  

月に死亡個体が多いことについては今後の詳細  

な調査が待たれる。   

全体的には死亡個体と野外で採描した個体の  

頭胴長（HBL），前腕長（FAL）および後足長  

（HFL）の大きさは死亡個体の方が小さい傾向  

がみられた。このことは，部位の小さいこと，  

すなわち成長の遅れが死の要因の・・一つになって  

いるのではないかと思われる。部位でみると，  

前腕長（FAL；35．5％），後足長（HFL；38．7  

している。産児数と新産児の死亡についてTho－ 

mpson（1987）は，産児数が多いほど死亡率が  

高いという。■アブラコウモリは日本では多産の  

種である。このことが，親が子を養育すること  

の難しいことと関連して－多くの若齢個体が死亡  

するのではないかと思われる。   

今回野外では雌より雄が多く死んでいた（Ta  

blel）。香川県で出産時期に胎児および新産  

児173個体の性別を調べてみると，雌が84個体  

（48．6％），雄が89個体（51．4％）で雌と雄は  

統計的にほぼ同数であった（2項検定p＞0．05）。  

しかし，自然界では雌：雄は1：0．65（森井，  

1996）と雌が雄より多く（2項検定p＜0．05），  

九州の福岡市で調査した内田（1966）も，雌の  

割合が雄より多いという。したがって，今回の  

雄が雌より多く死んでいた結果は野外における  

雌雄の構成を裏付けて－いるものと考えられる。   

このような現象についてFosteretal．，（1978）  

は，〃γ0££sα弘S亡′Or・わαr壱弘Sの調査で，冬眠中  

に雄の死亡する率が高いからではないかと推測  

しており，内田（1966）ほ，雄の大半はおおよ  

そ1年以内に．死亡するのではないかとしている。  

肱sodalisを調査したHumphreyetal．，（1977）  

は，雌雄によって死亡率が異なることについて，  

雌雄に．よる生活史の違いによるものであろうと  

している。アブラコウモリについても，多産で  

あることや各月で雄が多く死んでいること等か  

ら，同様に生活史との関連が考えられるが今後  

の詳細な調査が望まれる。   

アブラコウモリでほ，1歳齢までの死亡個体  

が全死亡個体の85．4％と大きい割合であった。  

他のコウモリで1歳齢までに死ぬ個体の割合と  

しては，1産1子であるキクガシラコウモリ  

月んZ花Og呼んぴSノ占rr∽鱒画血mでほ50％余り（庫  

本，1977），モモジロコウモリ昭γ0££ぶmαC′・0－  

血cとγg弘Sでは雄の約54％，雌の約34％（庫本・  

内田，1996），Pわ£ぶ£rノegZ払Spわ£ぶとregg弘Sでほ約  

49％（Thompson，1987）である。肱so（ねZis  

では，他の年齢に比べて1年冒までの生存率は  

低い（Humphreyetal．，1977）という。このよ  

うに他のコウモリにおし 

個体が多いが，アブラコウモリではその割合が  
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％）が小さい時期の割合ほ頭胴長（HBL；25．．8  

％）が小さい時期の割合より多くなってこいた。  

その理由は，飛翔し，後足で壁につかまる行動  

をする1アブラコウモリでほ，生存のためには前  

腕長（FAL）や特に後足長（HFL）の方が頭胴  

長（HBL）の大きさより重要なはたらきをして  

いるためではないかと思われる。  

摘  要  

1976～1996年・にかけて拾得したアブラコウモ  

リの死亡個体117個体を調べた。拾得された状  

況としてほ，家屋等の軒下に落下している個体  

が大部分であった。月別にみると，7月，8月  

および9月が多く，合わせて57．2％を占めて－い  

た。7，8月に．は当年生まれの幼獣が多く，幼  

獣の死亡個体の67．．4％は飛翔を開始するまでの  

個体であヶた。8月にほ授乳中と思われる雌の  

死亡個体がみられた。雌雄別では，雄（55．6％）  

の方が雌（44．4％）より多くの個体が拾得され  

た。齢段階別でみると，齢段階Ⅰ（約1歳齢ま  

で）の個体が85．4％を占めて－いた。死亡個体ほ，  

雌雄とも頭胴長（HBL），前腕長（FAL）およ  

び後足長（HFL）とも小さな傾向であった。そ  

のうち，死亡個体数ほ前腕長と後足長が小さい  

個体数の方が頭胴長の小さい個体数より多かっ  

た。  
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